






ックなものより、動的なものに着目して研究いたしました。地震による変形がより

少ない構造を目指し、最終的には、軽量ブロックを用いる補強土壁工法を完成して

おります。動的なものですから実証データはどうしても振動台実験を行うことにな

ります。このとき土粒子の粒径や補強材等の相似則を合わせることが必要で、なか

なか苦労しました。現在は遠心力載荷試験装置を用いてできるようになりましたの

で、高さ 8mの盛土でも数時間で実験してもらえるようになりました。もっとも、

模型作成は自分でしないと気がすみませんが。

また、 1987年から(社)土質工学会ジオテキスタイルの適用に関する研究委員会の

水利構造物グループで、フランスの技術を紹介するとともに、洗掘・浸食防止のた

めのジオテキスタイル利用技術についてまとめました。この水利構造物グループで

はジオメンプレンを主体として取り組みました。私はフランスにいたとき、コラス

という道路会社のお世話で、ビチューメン(アスフアルト)系ジオメンブレンの多

くの施工技術や品質保証の方法を勉強いたしました。対象は、貯水池・廃棄物処理

場・運河・地下構造物等です。

1988年には、国際ジオテキスタイル学会日本支部のジオテキスタイル選定要領委

員会では、フランスの選定要領を紹介して、委員会報告に添付するためその邦訳を

しております。

また、先ほどお話したフランスの友人達のさそいで、昨年0993年)フランスで開

催されたRENCONTRES'93に出席して、ジオテキスタイルの補強盛土の動的問題を発

表してまいりました。この会議の実行委員長がデルマス氏、論文審査委員長がグル

ッグ氏、そして私のセッションの座長がマティシヤール氏とすべて知人で、 3日間

楽しく有意義な時を過ごして参りました。

熊谷:これから取り組みたいテーマとしては、どのようなことを考えておられますか。

坂口:自分としては、ジオテキスタイルに関しては補強以外に広げていきたいと考えてお

ります。外国の多くの友人の助けを借りて、ジオコンポジット・ジオドレーン等の

用途拡大を図る研究を進めたいと思っております。

熊谷:ジオテキスタイルに限らずフランスの建設技術を積極的に紹介なさってますね。

坂口..留学のとき、フランス政府からお世話になっていたことと、私自身がフランスが大

好きですので、フランスの技術の紹介をしております。また、日本の技術をフラン

スに紹介レております。現在、日仏工業技術会で会誌の編集委員を行っております。

熊谷:この辺で、国際ジオテキスタイル学会日本支部のお話に移らせていただきたいと思

います。日本支部の行事委員会委員長(行事担当幹事)としての今後の抱負をお願

いいたします。

坂口:毎年12月に開催されているジオテキスタイルシンポジウムは、今年で 9年目となり、

発表内容も充実してきております。これからも、内容の充実と拡大を目指した活動

を続けていくつもりです。

今年1994年の 9月にシンガポールで開催される第5回国際ジオテキスタイル会議

へ協力したいと考えております。日本支部として会議出席旅行団を結成するため現

在その準備を進めております。

また、難しい課題もありますが、できるだけ早い時期に国際ジオテキスタイル会

-69 




